
共生と創造 ～ あじさい看護福祉専門学校の教育理念 ～ 
あじさいは、性質の異なったひとつひとつの花が集まって一輪の花となる。 

人もまた人として生まれ、人間となるために、社会、文化の影響を受けて自らも構成員として環境を創造していく。 これは 

あたかもあじさいが、陽光や水を受けて、土壌（環境）の変容を受け止め、その色や形が自在に変化していく様にも似ている。 

花は水の青になじみ、誰にも好かれ、和をもって一輪の花となる。看護・介護もまた、人と人との出会いではじまり、共に生き、 

創造していくものである。 

学生はあじさいの如く、人との交流を通して変容し、自己の内にエネルギーを育んでいく。 

そして、将来個人との相互交流を豊かにし、個人に応じた看護・介護が創造できるエネルギーを持ち続けることが重要である。 

ここに共生と創造を謳う。 

なお、あじさいは美濃加茂市の花である。 
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 7月10日（日）、7月24日（日）、8月7日

（日）の3日にわたり、学生の実行委員が主

体となってオープンキャンパスを開催しまし

た。過去最高となる300名近い方々にご参

加いただきました。 

 当日はオリエンテーションに続き、在校生

による学校紹介のプレゼンテーションや校内

見学のほか、看護学科では心肺蘇生法や

フィジカルアセスメント、育児技術など、また

介護福祉学科では移動・移乗、トーキングエ

イド、視覚障がい体験などの体験実習を行

いました。体験後には飲み物やお茶菓子を

囲んで和やかな雰囲気の中、在校生との談

話会も開催、また保護者様を対象とした個

別相談会も実施しました。 

 アンケートの回答には「学校の雰囲気が良

くて、ぜひ入学したいと思いました」「在校生

の皆さんがとてもしっかりしていて、率先して

活動されている姿が立派でした」「とても優し

くしてくださって居心地が良かったです」「いろ

いろな体験ができてとても楽しかったです。

看護師になりたい思いがより強くなりました」

など大変嬉しいコメントをたくさんいただきまし

た。 ご参加くださった皆様に心よりお礼申し

上げます。 

 本校では引き続き個別の学校見学を随時

受け付けておりますので、ご希望の方はぜひ

お気軽にご連絡ください。 



 看護学科2年生は、8月31日に美濃加茂市立蜂屋小学校及び

可児市立旭小学校を訪問し、健康教育を実施しました。 

 旭小学校を訪問したグループは「朝うんちの大切さを知る！」と

いうテーマを掲げ、劇やクイズを交え児童に興味を持ってもらえる

ように工夫を凝らして説明しました。児童の一人は「楽しく学べてよ

かった。朝はご飯をしっかり食べてうんちをしっかりしたい」と話してく

れました。 

 蜂屋小学校の1つのグループは、「早寝早起き朝ごはんの大切

さを学ぼう！」というテーマを掲げ、睡眠中に体を成長させるホル

モンが脳から分泌されることなどを説明し、児童の一人から「早寝

早起きするといろんな良いことがあることが分かってよかった」と感

想をもらいました。  

 後日、蜂屋小学校からお礼の寄せ書きをいただきました。学生

達は夏休み返上で子供たちが目で見てわかるよう工夫して一生

懸命取り組んだ甲斐があったととても感激しており、実りの多い実

践となりました。 

 元気よく参加してくれた児童の皆さん、ご指導、ご協力いただき

ました校長先生をはじめとする小学校の先生方、本当にありがとう

ございました。  

 介護福祉学科2年生は、「生活支援技術Ⅲ」の講義で視覚障害

の体験及び視覚障害者の移動介助の演習を行いました。 

 「視覚からの情報が入らないことでの移動の困難さ」「視覚の情

報を伝えることの難しさ」を体験するという目的を持って実際に校

舎内の階段や廊下、学校周辺の一般道でも視覚障害者役と介助

役に分かれて体験しました。 

 「実際に双方の役を体験することで介助者はどのような点に注意

して言葉をかけ、対応すれば利用者様が安心でき信頼してもらえ

るのかが分かりとてもいい勉強になった。介護の

現場で今日の体験を活かしていきたい」といった

感想が聞かれ、貴重な学びとなりました。 

 専門職としての知識と技術、そして実際に体

験したことで得られる学びも実際の現場で活か

していける介護福祉士となってくれることを期待

しています。 



★ 頭の体操 ★ 
【生物】 

問1．人体を構成する細胞の数は 

   約何個？ 

    Ａ：600億個 

    Ｂ：6兆個 

    Ｃ：60兆個 

    Ｄ：600兆個 

【栄養】 

問2．次の野菜のうち貧血予防に 

    もっとも役立つものはどれ？ 

Ａ：ほうれん草 

Ｂ：キャベツ 

Ｃ：カリフラワー 

Ｄ：ニンジン 

答えは最終ページの一番下です！ 

 教職員によるリレーコラム 第19回 こ こ ろ ＠ あ じ さ い  

  先日、夏休みで実家である沖縄

に帰沖していました。沖縄の両親に

子ども達を会わせ遊んでもらう目的

で１年に１～２回は帰っています。沖

縄に帰ると必ず実家の裏にある海に

散歩がてら泳ぎに行きます。2歳の

息子は水が大好きで泳ぎを教えてい

なくても自己流で海に潜り泳ぎます。

小さい体で一生懸命潜ろうとしている

のですが、周囲からみると溺れない

か心配で、海にいるライフセーバーに

も何回も注意されます。息子は注意

されている意味が分からないため、

「もう海から出よう！」というと「イヤ

だー！」と言ってまた潜りに行きま

す。何回も言っても海から出てくれな

いため、なんで海に潜りたいのか聞く

と、「ニモいるー！」と言うため、見て

みると小さい魚や貝殻があり綺麗な

景色でした。その時、相手の理由を

聞かずに自分の考えだけで注意して

はダメなんだなという、“共感”するこ

との意味に気づかされました。 

 私は、看護師として患者さんの気

持ちに“共感”することを大事にして

います。今回のことで“共感”するとい

うことは、相手の喜怒哀楽の感情を

共有することだけでなく、相手の立場

に立ちなぜそのようなことを思ってい

るのか（考えているのか）を、共に感

じることも大切だなと思いました。  

  

  

 看護学科専任教員 後藤 鈴香 

介護福祉士実務者研修開催 福祉住環境コーディネーター合格 

看護学科の2年生3名が合格率

56.8％の福祉住環境コーディ

ネーター2級試験に2度目の挑戦

で見事合格しました。忙しい講

義・実習の合間を縫ってあきらめ

ずにコツコツ勉強してきた結果で

す。本当におめでとうございま

す！「努力は実る！あきらめなく

てよかったです！」（M.Aさん） 

本校では、介護福祉士実務者研

修講座を開講しており、初めての

スクーリングを開催しました。 

40名の受講者が介護福祉士国

家試験合格を目指して長時間に

わたる講義に真剣な眼差しで取り

組んでみえました。 

今後のスクーリングも一緒に頑

張っていきましょう！ 



 

私が本校に入学し2年目となりまし
た。1年時は基礎的な学習や初めて
の実習の中でクラスの仲間と助け合
い、先生方にも様々なことを教えて
頂き、看護の基礎を築いてきまし
た。2年時では専門的な領域別の学
習が多くなり、様々な年代、ニーズ
を持った患者さんの看護について学
んでいます。その中で小学生に対し
て“早寝早起き朝ご飯”というテーマで健康教育を行いました。
児童たちが健康教育を通じて規則正しい生活習慣の大切さを
学び、継続していってもらえるよう、小学生の発達段階を調べ
たり学校に訪問し児童の様子を見てきました。児童に合わせた
指導とは何かをグループで話し合い、指導案や台本を作り、何
度も先生や小学校の養護教諭や担任の先生に見ていただき
修正を重ねてまとめました。当日は、児童みんなが集中して聞
いてくれて、“早寝早起き朝ご飯”の大切さを学んでくれたと感
じました。10月下旬からは実習も始まるので今回の学習を大
切にして1歩1歩看護師への道を歩んでいきたいです。 

〒５０５‐００２２ 岐阜県美濃加茂市川合町４‐６‐８ 

ＴＥＬ： （０５７４）２８‐２１３１  ＦＡＸ： （０５７４）２８‐２１３０  

学校法人あじさい学園 あじさい看護福祉専門学校 

http://www.ajisai.ac.jp e-mail: info@ajisai.ac.jp 

答え  【生物】：C  【栄養】：Ａ 

 私が介護に興味を持ったのは、
中学生の時に施設へボランティア
に行った時でした。利用者さんと話
をした時に笑顔になってくれたこと
が嬉しくて、介護の資格を調べ、こ
のあじさい看護福祉専門学校へと
進んできました。講義を受けたり、
実習を経験することで、介護の奥
深さを感じています。講義では、人
の体の仕組みや、介護保険制度、コミュニケーション技術な
ど様々なことを学びます。また、学生同士でロールプレイを
行ったり、グループワークで意見交換することもあり、楽しみな
がら学びを得ています。実習では、利用者さんとのかかわりの
中で、相手の思いを引き出すことができた時などに、座学での
学びが実際に結び付いていることを感じました。そして、自分
と利用者さんのお互いが笑顔になれたり、「ありがとう」と言っ
てもらう一言に元気をもらい、介護にやりがいを感じています。
まだまだ勉強することがたくさんありますが、信頼される介護
福祉士を目指して頑張っていきたいと思います。 

看護学科2年  池田 菜緒 

岐阜県立関有知高校 卒 

介護福祉学科2年  古田 彩香 

岐阜県立益田清風高等学校 卒 

入試区分 願書受付期間 試験日 

推    薦 １０月 ３日 ～ １０月１７日 １０月２２日（土） 

一  般① １１月２８日 ～ １２月２６日  １月 ６日（金） 

一  般② １月１６日 ～  ２月１３日  ２月１８日（土） 

一  般③ ２月２０日 ～ ３月１３日  ３月１８日（土） 

社会人① １１月 ７日 ～ １１月２８日 １２月 ４日（日） 

大学・短期大学

学部長推薦 
１１月 ７日 ～ １１月２８日 １２月 ４日（日） 

入試区分 願書受付期間 試験日 

推    薦 １０月 ３日 ～ １０月２１日 １０月２９日（土） 

一  般① １０月２４日 ～ １１月１１日 １１月２０日（日） 

一  般② １１月１４日 ～ １２月 ９日 １２月１７日（土） 

一  般③ １２月１２日 ～ １月１３日  １月２２日（日） 

一  般④ ２月１３日 ～  ３月１３日  ３月１８日（土） 

看 護 学 科 介護福祉学科 

Facebook 

も見てね！！ 


